
年末恒例　暮の市 　冬の夜を彩る
　色とりどりのイルミネーション　

１２
月
２８
日
、
役
場
前

の
上
町
通
り
で
、
町
商

工
会
が
主
催
す
る
年
末

恒
例
の
暮
の
市
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

山
菜
汁
や
鉢
植
え
、

正
月
用
品
や
生
花
、
焼

き
そ
ば
な
ど
多
数
の
お

店
が
軒
を
連
ね
、
訪
れ

た
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
正

月
に
備
え
買
い
物
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

日
が
落
ち
て
暗
く
な
る
と
、
ひ
ま
わ
り
温
泉
ゆ
・

ら
・
ら
正
面
玄
関
か
ら
町
情
報
・
物
産
館
○ま

る

っ
と
ま

で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
で
電
飾
さ
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
点
灯
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ゆ
・
ら
・
ら
玄
関
前
の
ア
ク
リ
ル
ボ
ー
ド
に

は
「
か
ぶ
く
ん
」「
イ
チ
ョ
ウ
」「
ひ
ま
わ
り
」「
プ

ラ
ム
ち
ゃ
ん
」
な
ど
の
町
の
シ
ン
ボ
ル
が
蛍
光
塗
料

で
描
か
れ
、
そ
れ
ら
が
明
る
く
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　

訪
れ
た
人
は
、
幻
想
的
な
色
と
り
ど
り
の
光
の
芸

術
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
点
灯
は
２
月
末
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。

　

１２
月
２
日

か
ら
８
日
ま

で
、
ヤ
マ
ザ
ワ

中
山
店
で
「
人

権
に
関
す
る
書

道
展
」
が
開
催

さ
れ
、
長
崎
小

学
校
と
豊
田
小

学
校
の
児
童
の
、

人
権
擁
護
に
対

す
る
思
い
が
込

め
ら
れ
た
書
道

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
人
顔
負
け
の
力
強
い
作
品
に
、
思
わ

ず
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
い
る
買
い
物
客

の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ひ
ま
わ
り
温
泉
ゆ
・
ら
・
ら
で
、

１０
月
１８
日
か
ら
東
北
芸
術
工
科
大

学
の
学
生
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ゆ
・
ら
・
ら
で
は
「
作
品
里
親
制

度
（
※
）」
に
よ
り
学
生
に
作
品

展
示
の
場
を
提
供
し
て
お
り
、
今

年
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
オ
ブ
ジ
ェ
２
作
品
が
正

面
玄
関
と
南
側
玄
関
に
そ
れ
ぞ
れ

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
の
中
に

は
ラ
イ
ト
が
備
え
付
け
ら
れ
て
お

り
、
夜
に
な
る
と
あ
か
り
が
灯
っ

て
幻
想
的
な
作
品
に
。
入
浴
客
は

足
を
止
め
て
作
品
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

１２
月
５
日
か
ら
２６
日
ま
で
、
写
真
展
「
小
僧
道
に
伝

わ
る
民
話
～
先
祖
が
伝
え
た
数
々
の
民
話
（
伝
説
）
は

私
達
に
何
を
語
ろ
う
と
し
た
の
か
」
が
ひ
ま
わ
り
温
泉

ゆ
・
ら
・
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
展
は
中
山
町
民
俗
同
好
会
が
企
画
。
昔
、

若
い
小
僧
た
ち
が
寒
河
江
市

平
塩
の
熊
野
神
社
へ
参
拝
す

る
際
に
通
っ
た
中
山
町
の
古

道
を
「
小
僧
道
」
と
い
っ
た

そ
う
で
す
。写
真
展
で
は「
小

僧
道
」
の
景
色
を
撮
影
し
た

写
真
を
展
示
。
ま
た
、
地
域

に
伝
わ
る
民
話
が
と
ん
と
昔

話
で
披
露
さ
れ
、
入
浴
客
は

興
味
深
そ
う
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

作
品
は
約
１
年
間
展
示
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　癒しのオブジェ展示中

　小僧道に伝わる民話写真展

　人権に関する書道展

作品名：生命
夜になるとライトが点灯され、幻想的な雰囲気に

作品名：異風ドードー
不思議な生き物の穏やかな表情が
見る人を癒してくれます

ＬＥＤ電球約１万個を使用した
見事なイルミネーション

　

近
世
以
前
、
戦
国
期
の
こ
の
地

方
は
、
寒
河
江
大
江
氏
の
支
配
下

で
、
長
崎
城
に
い
る
重
臣
中
山
氏

に
治
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
中
山

氏
の
領
地
は
約
８
０
０
０
石
と
言

わ
れ
、
岡
村
も
そ
の
集
落
の
中
の

一
つ
で
し
た
が
、
近
世
に
な
っ
て

急
速
に
開
発
が
進
め
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
し
た
。

　

柏
倉
家
の
先
祖
は
、
こ
の
地
の

中
世
以
来
の
土
豪
で
は
な
く
、
１７

世
紀
の
半
ば
に
こ
の
地
に
移
住
し

た
安
達
九
左
衛
門
信
元
で
あ
る
と

さ
れ
、
こ
れ
を
九
左
衛
門
家
の
初

祖
と
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
の
年
代
は
、「
皆
竜
寺
史

（
門
伝
）」に
よ
れ
ば
承
応
２
年（
１

６
５
３
）
と
な
っ
て
お
り
、
初
代

九
左
衛
門
信
元
は
岡
村
移
住
後
に

姓
を
安
達
か
ら
柏
倉
に
変
え
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
戦
国
期

か
ら
近
世
初
期
に
わ
た
っ
て
代
々

住
み
つ
い
た
村
山
郡
柏
倉
村
と
の

因
縁
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

白
鷹
山
丘
陵
北
辺
の
山
寄
り
の

村
々
に
は
金
沢
・
柳
沢
・
土
橋
・
岡
・

小
塩
・
平
塩
な
ど
の
集
落
が
並
び

ま
す
が
、
近
世
初
頭
の
村
高
を
み

る
と
約
３
０
０
石
か
ら
６
０
０
石

余
と
い
ず
れ
も
小
村
で
あ
り
ま
し

た
。

　

正
保
４
年
（
１
６
４
７
）
の
岡

村
の
村
高
は
３
７
６
石
１
斗
１
升

１
合
で
、
う
ち
田
が
３
０
８
石

余
、
畑
が
６７
石
余
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
柏
倉
家
が
岡
村
に

移
住
す
る
直
前
の
状
況
で
、
幕
府

領
の
一
斉
検
地
に
よ
る
寛
文
１１
年

（
１
６
７
１
）「
岡
村
検
地
帳
」
に

よ
る
と
柏
倉
九
左
衛
門
名な

請う
け

高だ
か

は

１
町
３
反
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
名
請
高
は
、
村
内
農
民
と
し

て
は
標
準
的
な
も
の
で
し
た
。

説
明

：
一
石
と
は
、
下
位
単
位
で

１０
斗
に
あ
た
り
、
同
じ
く
１
０
０

升
、
１
０
０
０
合
に
相
当
し
ま
す
。

米
１
合
が
お
お
む
ね
大
人
の
１
食

分
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
１
石
は

社
会
構
成
員
１
人
が
１
年
間
に
消

費
す
る
量
に
ほ
ぼ
等
し
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
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第
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豪
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形
成

第５８話　近世前期の柏倉家

ひと足早く

　１２月１６日、町社会福祉協議会が主催する「友

愛訪問」が行われ、食生活改善推進員の皆さん

が作ったおせち料理が、希望した７０歳以上のひ

とり暮らしの高齢者に届けられました。

　色鮮やかで美し

く、心のこもった

お料理に、受け

取った方は「ひと

足早く新年がきた

ようだ」と大変喜

んでいました。

　１２月２２日、豊田小学校で６年生を対象にバイ
キング給食が実施されました。
　初めに、栄養士さんが食べ物の栄養について
の話やバランスの良い料理の選び方のポイント
を指導。児童たちは、五目ちらしずし、パン、
とりのから揚げ、えびフライ、さばの味噌煮、
サラダ、フルーツなど、たくさんの料理の中か
ら、それぞれ好きなものを選び、お皿に盛り付
けていました。
　自分で栄養バランスや盛り付けを工夫すると
いういつもと違った給食に、児童たちは大満足
の様子でした。

豊田小でバイキング給食
※
作
品
里
親
制
度
…
学
生
が
作
り
上
げ
た

作
品
を
地
域
の
中
で
鑑
賞
し
て
も
ら
う

た
め
、
展
示
の
場
を
提
供
す
る
制
度

栄養バランスを考えよう
おせち料理をお届け

献立：茸ごはん、輪切りなます、
　　　松風焼き、鮭の柚子味噌焼き、
　　　錦卵、銀杏から揚げなど 24.1.15 14
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